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低コントラスト欠陥の評価手法の研究 

 
 

１．目的 

人間の視覚基準に準拠して低コントラスト欠陥の

評価が行える技術を開発する．本年度は，目視では

判別が難しいような，また，撮像しても十分なコン

トラストが得られないような微弱欠陥を選択的に検

出することを目的として研究を実施した．微弱欠陥

の検査においては，検査員以外の人が見ると正常と

判別されそうな欠陥や欠陥と判別されそうな正常部

もあり，欠陥の種類により選択的に欠陥検出ができ

ることが望ましい．これまでに，検査画像より抽出

した複数個の特徴量を用いて，これらで構成される

特徴空間において，各特徴ベクトルの出現頻度を比

較することにより欠陥を抽出する手法を提案してき

た．本研究では，この手法を発展させ，検出を行う

特徴空間をカスタマイズすることで選択的に微弱欠

陥の検出を行う． 

 

２．検出方法 

検査領域を撮影した検査画像よりm個の特徴を抽

出し，画素位置ごとに m個の特徴量で構成される特

徴ベクトル pを求める．pは p1～pmの m個の特徴量

を用いて次のように表される． 

p =( p1, p2, ････, pm) 
t
                      (1) 

ここで，tは転置を表す． 

本手法では，検査画像と同じサイズの２次元配列

を作成し，検査画像の各画素に対応する２次元配列

の各要素を特徴ベクトル pで表した特徴抽出配列を

使用する．x行 y列の要素は px,yとなる． 

まず，この特徴抽出配列の各要素を m次元の特徴

空間にプロットし，元の特徴抽出配列の特徴ベクト

ルを特徴空間より得られる特徴ベクトルの頻度に置

き換えた頻度画像を作成する． 

特徴量としてカラー値（RGB）を用いた場合は，

頻度画像は元のカラー画像の各色の出現頻度を表す

画像となる．このとき，頻度画像では低頻度部分が

欠陥候補となり，高頻度部分が正常部となる． 

つぎに，得られた頻度画像と，目視検査による結

果を比較するとともに，特徴空間内での正常部の分

布の広がり方向などを調べる． 

さらに，特徴空間内の広がり方向を特定の方向に

縮めるように空間内のビンを統合し，カスタマイズ

した新しい特徴空間を作成する． 

最後に，新しい特徴空間を用いて頻度画像を作成

し，低頻度部分を欠陥候補として抽出する． 

 

３．実験結果 

微弱色変化のある既知のサンプルについて撮影し，

特徴空間のカスタマイズの効果を調べた． 

図 1は，黄色の背景色の中に，色相を微妙に変え

た種々のパターンを配置した円柱表面をカラーカメ

ラで撮影した画像である．図 2は図 1の画像を用い

てカスタマイズ前の RGB 空間により作成した頻度

画像，図 3は，予め分かっている微弱パターンが検

出し易いように，RGB空間を特定方向に圧縮統合し

て作成した頻度画像である．図 3を見ると，図 2で

は検出できていない微弱パターンまで検出できてい

ることが確認できる． 

本研究では，検査画像より抽出した複数個の特徴

量を用いて特徴空間を構成するが，抽出する特徴量

は，エッジ強度を強調または減衰させるような特徴，

および，注目点の周りの小領域近傍の重み付き平均

値などを用いる． 

実検査画像によりさらに実験を行ったところ，特

徴空間の圧縮統合のパラメータを調整することで，

性質の異なった欠陥候補を抽出することが可能とな

った． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 1 微弱色変化のある円柱

表面の取得画像 

図 2 RGB 空間を特徴空間と

して作成した頻度画像 

図 3 RGB 空間を特定方向に圧

縮統合して作成した頻度画像 


